
ハンセン病問題に関する「親と子のシンポジウム」 来場者アンケート集計結果 
 
1-1 御自身について、当てはまるものを選んでください。（年齢） 
 

1. 10 歳代 6 件 
2. 20 歳代 8 件 
3. 30 歳代 13 件 
4. 40 歳代 68 件 
5. 50 歳代 101 件 
6. 60 歳代 83 件 
7. 70 歳代以上 54 件 
9. 無回答 0 件  

計 333 件 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



1-2 御自身について、当てはまるものを選んでください。（居住地） 
 

1. 北海道 18 件 
2. 青森県 0 件 
3. 岩手県 0 件 
4. 宮城県 6 件 
5. 秋田県 1 件 
6. 山形県 1 件 
7. 福島県 6 件 
8. 茨城県 3 件 
9. 栃木県 7 件 

10. 群馬県 1 件 
11. 埼玉県 24 件 
12. 千葉県 9 件 
13. 東京都 44 件 
14. 神奈川県 17 件 
15. 新潟県 3 件 
16. 富山県 0 件 
17. 石川県 0 件 
18. 福井県 0 件 
19. 山梨県 2 件 
20. 長野県 2 件 
21. 岐阜県 1 件 
22. 静岡県 5 件 
23. 愛知県 5 件 
24. 三重県 7 件 
25. 滋賀県 1 件 
26. 京都府 5 件 
27. 大阪府 17 件 
28. 兵庫県 27 件 
29. 奈良県 1 件 
30. 和歌山県 0 件 
31. 鳥取県 15 件 
32. 島根県 4 件 
33. 岡山県 4 件 



34. 広島県 6 件 
35. 山口県 7 件 
36. 徳島県 0 件 
37. 香川県 5 件 
38. 愛媛県 1 件 
39. 高知県 0 件 
40. 福岡県 28 件 
41. 佐賀県 2 件 
42. 長崎県 2 件 
43. 熊本県 29 件 
44. 大分県 6 件 
45. 宮崎県 3 件 
46. 鹿児島県 7 件 
47. 沖縄県 0 件 
48. その他 1 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



1-3 御自身について、当てはまるものを選んでください。（職業） 
 

1. ①中学生 0 件 
2. ②高校生 4 件 
3. ③専門学校・大学生 4 件 
4. ④会社員 35 件 
5. ⑤自営業 6 件 
6. ⑥国家公務員（法務局職員を除く。） 8 件 
7. ⑦法務局職員 17 件 
8. ⑧地方公務員 110 件 
9. ⑨人権擁護委員 66 件 

10. ⑩アルバイト・パート 11 件 
11. ⑪派遣・契約社員 5 件 
12. ⑫主婦・主夫 17 件 
13. ⑬無職 22 件 
14. ⑭その他 28 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 
 

 

 
 
 
 
 



2 「ハンセン病問題に関する『親と子のシンポジウム』」をどのようにして知りましたか。

（複数回答可） 
 

1. ①（ ）で見たチラシ 37 件 
2. ②新聞 1 件 
3. ③テレビ 0 件 
4. ④ラジオ 0 件 
5. ⑤知人 48 件 
6. ⑥学校 8 件 
7. ⑦勤務先 94 件 
8. ⑧法務省ウェブサイト 46 件 
9. ⑨人権教育啓発推進センターウェブサイト 62 件 

10. ⑩インターネットバナー広告・テキスト広告 10 件 
11. ⑪都道府県市町村広報誌 5 件 
12. ⑫SNS 33 件 
13. ⑬メールマガジン（人権教育啓発推進センター発行） 18 件 
14. ⑭メールマガジン（文部科学省発行） 2 件 
15. ⑮その他 34 件  

無回答 0 件  
計 398 件 
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3 このシンポジウムに参加しようと思ったきっかけを教えて下さい。（複数回答可） 
 

1. ①基調報告・パネルディスカッション登壇者の話を聴

きたかったから 
130 件 

2. ②オンライン開催のシンポジウムに参加してみたか

ったから 
70 件 

3. ③人権問題に関心があるから 232 件 
4. ④ハンセン病家族国家賠償請求訴訟などの報道を見

て、関心があったから 
131 件 

5. ⑤当事者のお話を直接聞けるから 174 件 
6. ⑥知人に誘われたから 16 件 
7. ⑦その他 10 件  

無回答 0 件  
計 763 件 
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4-1 今回のシンポジウムは全体として満足のいくものでしたか？ 
 

1. ①大変満足だった 180 件 
2. ②まあ満足だった 137 件 
3. ③やや不満足だった 12 件 
4. ④大変不満足だった 4 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4-2 4-1 で「①大変満足だった」又は「②まあ満足だった」とお答えいただいた方に伺い

ます。その理由をお聞かせください。（複数回答可） 
 

1. ①イベント内容が全体に良かったから 98 件 
2. ②ハンセン病に関する人権問題について考えることがで

きたから 
243 件 

3. ③ハンセン病についての理解が深まったから 215 件 
4. ④その他 21 件  

無回答 0 件  
計 577 件 
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4-3 4-1 で「③やや不満足だった」又は「④大変不満足だった」とお答えいただいた方に

伺います。その理由をお聞かせください。（複数回答可） 
 

1. ①イベント内容が全体に良くなかったから 2 件 
2. ②ハンセン病に関する人権問題について考えること

ができなかったから 
1 件 

3. ③ハンセン病についての理解が深まらなかったから 1 件 
4. ④その他 12 件  

無回答 0 件  
計 16 件 
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5 基調報告、パネルディスカッションの内容について伺います。 
 

1. ①よく理解できた 177 件 
2. ②理解できた 138 件 
3. ③やや難しかった 17 件 
4. ④難しかった 1 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



6-1 今回のシンポジウム以前に、ハンセン病に関する人権問題についてどのくらい関心や

理解がありましたか？ 
 

1. ①大いにあった 203 件 
2. ②少しはあった 115 件 
3. ③あまりなかった 14 件 
4. ④全くなかった 1 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



6-2 シンポジウムを終えて、ハンセン病に関する人権問題についての関心や理解は深まり

ましたか。 
 

1. ①大変深まった 216 件 
2. ②まあ深まった 111 件 
3. ③あまり深まらなかった 5 件 
4. ④全く深まらなかった 1 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



6-3 シンポジウムに参加して、なにか行動しようと思いましたか。 
 

1. ①ハンセン病に関して偏見を持ったり、差別をしたりし

ないようにする 
52 件 

2. ②ハンセン病や人権問題についてもっと知識を深めたり

勉強したりする機会をもつ 
168 件 

3. ③シンポジウムの内容を家族や友だちに説明し話し合う 41 件 
4. ④他の人権イベントにも機会があれば参加したい 58 件 
5. ⑤その他 14 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7 当面の開催方法は、どの方法が良いと思いますか。 
 

1. ①オンライン開催 163 件 
2. ②実際に会場に集っての開催 19 件 
3. ③ ①、②併用型 150 件 
4. ④その他 1 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



8 シンポジウムのオンライン開催について、どう思いますか。 
 

1. ①移動することもなく参加しやすいのでこれか

らも採用すべき 
243 件 

2. ②状況に適した開催方法でありやむを得ない 82 件 
3. ③参加する方法がよくわからず大変だった 2 件 
4. ④画面視聴だとあまり訴えてくるものがない 1 件 
5. ⑤その他 5 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



9 シンポジウムの開催時間について、どう思いますか。 
 

1. ①オンライン開催に適した長さだった 169 件 
2. ②オンライン開催にしてはやや長いと感じた 148 件 
3. ③オンライン開催にしてはやや短いと感じた 7 件 
4. ④その他 9 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



10 本シンポジウムなど、国の人権擁護機関（法務省・法務局・人権擁護委員）が、広く人

権啓発活動を行っていることを知っていましたか。 
 

1. ①知っていた 267 件 
2. ②知らなかった 66 件  

無回答 0 件  
計 333 件 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



11 「10」で「①知っていた」とお答えいただいた方に伺います。どのようにして人権擁

護機関が行っている人権啓発事業を知りましたか。 
 

1. ①ポスター 22 件 
2. ②チラシ 33 件 
3. ③パンフレット 26 件 
4. ④新聞 4 件 
5. ⑤テレビ 2 件 
6. ⑥ラジオ 0 件 
7. ⑦ウェブサイト 61 件 
8. ⑧インターネットバナー広告・テキスト広告 7 件 
9. ⑨街頭啓発活動 5 件 

10. ⑩学校 13 件 
11. ⑪法務省・法務局に来庁した際 37 件 
12. ⑫他の公共機関を利用した際 5 件 
13. ⑬地方公共団体が発行している広報誌 18 件 
14. ⑭その他 34 件  

無回答 0 件  
計 267 件 

 

 

 
 
 
 
 



12 本日のシンポジウムについての御意見などを、御自由にお書きください。 
 
オンラインを利用することは、もっともっと必要と感じました。ただ、コロナ禍が収まれば、会場で実際に対面し

て臨場感を得られる環境も欲しいです。時間や移動距離がいつも許されるなら、会場開催のほうが良いの

ですが、聞きたくてもそれが出来ない人が、どれほど多いことかと思います。 

「差別を生み出す社会構造」とは何か？これを明らかにし、打破していくことが我々に突き付けられている課

題であると思った。 

正しい知識は必要であり、知らなければならないと思います。啓発活動、大事ですね。 

ハンセン病について、本や文献などをとおして知識を得ましたが、さらに詳しく知りたいと思い今回のシンポジ

ウムに参加しました。文献を読んだだけではわからなかった思いが伝わってきました。教育の重要性も実感し

ました。これからも様々な形でかかわっていきたいと思います。 

実体験をおうかがいできたことでハンセン病問題について理解を深めることができた。 

当事者の方々のお話を聞きすることができ、人権について考え直すとても有意義な時間になりました。ありが

とうございました。 

熱い思いが画面を通しても感じました。視聴してよかったです。潮谷さんのお話もとても新鮮に聞かせていた

だきました。他の当事者の方々のお話は聞いたことがあったのですが、このような感覚をもった方が知事だった

とは。最近、政治家の方々に辟易していましたが、そうでない方もいらっしゃるのだと。 

ハンセン病回復者とその家族の方が置かれていた状況や、受けられた差別について知ることができました。力

のある人の言葉を鵜呑みにせず、違うと思ったことは違うと言える勇気を持とうと思いました。またそのためにも

もっとこのような機会でたくさん勉強したいと思いました。 

ハンセン病への差別について、理解が深まった。今後の啓発活動に協力していきたい。 

学生にも是非とも視聴させたいたいので、今日のシンポジウムの様子を視聴できるなら、方法を教えてほし

い。 

レジュメも用意いただき、振り返り用にも活用できそうです。有難うございました。 

まずは正しい事を知る事が大切だと思って拝聴致しました。まずは、身近な家族との話題にしたいと思いま

す。 

潮谷前知事の話は初めてであったので、興味深かった 

差別偏見は多様です。ハンセン病を切り口に、他の差別偏見についてもシンポジウムがあればよいと思いま

した。 

シンポジウム参加者の自由討論の時間が無かったのは残念である。 

ハンセン病問題への理解を深めることができた。 

特に黄さんの話に共感するところが多く、講演をもっと聴いてみたいと思った。 

潮谷さんも話されたように一般市民に対する人権啓発の手法について更に検討が必要ではないかと感じま

した。 

とても有意義な時間でした。ぜひ生徒に還元したいです。 



ハンセン病に関する差別や偏見の社会的な仕組みが、現下の新型コロナウイルス禍で生じている差別や偏

見につながっていることが改めて認識できました。 

シンポでは教育の重要性も語られました。小中学校等での課程での組み込み方が足りないように思いま

す。 

 


